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ऩ֭する。その後，自વ௿Թにૺ۰さ
ͤ，2 ʙ � 月に࠶ͼอԹすることによ
り，� ʙ � 月に 2 ճ目のऩ֭をܴえる
ことができる。高Թ期の࠿ഓのため，
果重や඼࣭が௿Լしやすく，高ྫྷ஍に
దした作型である。ଅ成࠿ഓのऩ֭期
がલ進し，またق࢛成り性඼種を利用
したՆळどり࠿ഓがී及するに൐っ
て，抑制࠿ഓの優Ґ性がബれ，࠿ഓ面
ੵが減গして現在では΄とんど見られ
なくなっている。

�
�ී௨࠿ഓʢ࿐஍࠿ഓʣ

ഓの発達で，現在はඇ常にগ࠿ઃࢪ
なくなっている。࿐஍࠿ഓではલ年ळ
に花芽分化しても，ؾԹが௿Լしてٳ
຾にブロックされ，またٳ຾から֮め
ても，自વԹ度が十分に上ঢするまで
花芽が発達しない。そのため，Թஆ
஍の場合，開花期は � 月，ऩ֭期は �
ʙ � 月となり，ྫྷפ஍ではそれͧれ �
月，� ʙ 7 月となってしまう。さらに
は，ӽౙ中に十分（過৒）な௿Թにૺ
うため，ٳ຾から׬全に֮੧し，春の
長日・Թஆによってランナーがૣく発
生し始め，ऩ֭期が 1 Χ月と୹くऩ
ྔも上がらない。
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ق成り性඼種を利用して，Նळق࢛
にऩ֭する作型で，Նྫྷقྋな高ྫྷ஍
やྫྷפ஍で࠿ഓがߦわれている。イチ
ΰの生産ྔのগないՆळ期の出ՙが可
能である。一般に春植え࠿ഓが多く，

લ年の 10 月までに࠾බし，බচまた
はྫྷଂݿでӽౙさͤたබを � 月Լ०
ʙ � 月Լ०に定植し，� ʙ 11 月にऩ
֭する。લ年のळに分化した花๪は草
੎ҡ࣋のためすべてఠ除し，春以߱に
分化した花๪を長期ऩ֭する。ळ植え
ഓはલ年ळにබを定植し，ӽౙさͤ࠿
たגでཌ春から長期間ऩ֭する作型で
あるが，ౙ期間に十分な௿Թにૺ۰し
຾から֮੧しているため，春に草੎ٳ
がڧく草੎ҡ࣋が難しく，Նळ期の果
実඼࣭がྼる。
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現在，わが国のイチΰの作型は，ଅ
成࠿ഓとՆळどり࠿ഓの 2 つに集໿
されつつある。඼種は生態的特性から，
ळの後半から春までऩ֭するଅ成࠿ഓ
では一ق成り性඼種，初Նからळのલ
半までऩ֭するՆळどり࠿ഓではق࢛
成り性඼種が利用されている。しかし
ながら，作型は今後の඼種や࠿ഓٕज़
の開発によって変化するものとߟえら
れる。イチΰはӫཆൟ殖性で一般にラ
ンナー（גࢠ）で増殖するが，ۙ年，
育බのলྗ化とق࢛成り性の特性を利
用した日長ॲ理による花成制御が可能
な種ࢠൟ殖型඼種ʮよつぼしʯ（৿ら
201�）が育成され，ஆ஍・Թஆ஍で
のଅ成࠿ഓ，פ・高ྫྷ஍でのՆळどり
ഓにおいて҆定生産ٕज़が開発され࠿
ී及しつつある。今後，඼種開発では，
௿Թॲ理ではなく日長ॲ理による花成

制御が可能なق࢛成り性を༗するଅ成
，ഓ用඼種の育成が期଴される。また࠿
作型開発では，高生産性බのޮ཰的生
産ٕज़と周年ٕڅڙज़の開発による୹
期作型を૊み合わͤた周年҆定生産ٕ
ज़の֬立が๬まれる。
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ɹ植調Ԭࢁ研究ηンターでは，現஍圃場で発生したイネ科雑草（ਤ
�1）の草種同定と防除についての問い合わͤを 201� 年 9 月にड
͚た。֤種ਤ鑑などからʮコΰϝΧθクαʯであることを֬認し，
その後，現஍（Ԭݝࢁઙޫۚࢢޱொ）での調ࠪ，およͼ生育と防
除に関する予උ試ݧ（Ӎよ͚ϋウス内でのখن模ϙット試ݧ）を
の一部は日ຊ雑草学会ୈࠂった。なお，ຊใߦ �9 ճ大会におい
て発දした（੺ᖒら 2020）。草種同定およͼ৘ใऩ集をߦうに
当たり，ઙҪ元࿕ࢯ（農研ߏػ౦๺農業研究ηンター），৿ా߂
඙ࢯ（植調ڠ会事業ਪ進ҕһ），ᢛޠ༃༸ࢯ（植調ڠ会ٕज़ސ問）
には格ஈの͝ྗڠをいただきました。この場をおआりして御ྱを
ਃし上͛ます。
■分布
ɹ日ຊのϨッυσータࡧݕシスςムによると，関౦ʙۙـ中国࢛
国஍Ҭの 2 ෎ 1� 。定されているࢦዧ種にةでઈ໓種ʙ४ઈ໓ݝ
লϨッυリストڥ؀ 2020 にはࡌܝがないが，Ԭݝࢁ൛Ϩッυσー
タブック 2020 では४ઈ໓ةዧ種とされている。Ԭࢁ大学農業生
物研究所のඪຊ目࿥にはԬݝࢁのଞに߳઒，愛ඤ，種ࢠౡ，ؖ国
での࠾取がه࿥されており，また農業ٕڥ؀ज़研究所のඪຊ目࿥
には޿ౡでの࠾取がه࿥されている。
■形態
ɹਫҴの出ึ期頃に઱やかなࢵߚ色のึを出し，草ৎは最大
120DN 程度でਫҴよりも高くなる（ਤ �2"）。ึ長は最大 �0DN
程度で，多くのখึがີ生する（ਤ �2#）。ਫҴの成熟期頃にな
ると大きく౗෬する（ਤ �2C）ため，ີ生している場合にはऩ֭
作業にࢧ障が生じる。
ɹ発生初期の形態的特௃として，ୈ 1 葉目は葉先に丸みがあって
ややԣ方向に೾打って৳長し，ୈ 2 葉目はややस形となることを
֬認した（ਤ �2%）。これらの特௃はాס௚೻圃場でよく発生す
るϊϏΤやアθΨϠとは異なるため，発生初期での草種識別は可
能であるとߟえられる。
■雑草としての情報
ɹアδアやアフリΧのݪ産で຀草として利用されていたもの
が，アϝリΧ౳に導入されて雑草化したとされている（+VMiTTB 
2019）。日ຊ国内ではʮܣ൞など，࣪った౔஍に生育する。ຊभ
ではرগだが，ೆ日ຊではී通。ʯとされており（ઙҪ 201�）
 ژ
都෎（ࡔ౦ら 2001）と，۽ຊݝ（ਖ਼元・ߕ൹ 199�ʀೇຊ・ਖ਼元
200�）でใࠂ事ྫがある。

■発生環境
ɹԬݝࢁઙޫۚࢢޱொの耕作農家に
よると，ʮ当֘ਫాはాס௚೻࠿ഓを
໿ �0 年ܧଓしており，࿙ਫが大きく
୷ਫの҆定ҡ࣋が困難になっている。
コΰϝΧθクαは � 年程લから発生
が目立つようになった。ʯとのことで
あった。同農家が耕作しているਫా �
ච（同一஍۠内，ෆ耕起ాס௚೻࠿ഓ）
全てで発生がみられたが，ྡ઀およ
ͼ周辺のਫా（全て移植࠿ഓ）での

発生は֬認できなかった。また，用ਫݯのཷ஑周辺およͼ当֘圃
場までのਫ࿏周辺も୳ࡧしたが，発生は֬認できなかった。
■防除法
ɹ予උ試ݧでは，౔中の種ࢠからは出芽しにくく，୷ਫ状態では出
芽およͼ生育が大きく抑制された。ෆ耕起ాס௚೻࠿ഓを長年ߦっ
て୷ਫҡ࣋が困難な圃場で発生したこと，ྡ઀ؚめ周辺の移植࠿ഓ
圃場では発生がみられなかったことから，代かき実ࢪと୷ਫҡ࣋が
耕種的防除のϙイントであるとߟえられる。
ɹༀ剤による防除については，フΣϊΩシܥ除草剤ϋロΩシϗッ
プによるޮ果が高いというใࠂがある（7� 1SBUBQ 4iOHI et alɽ
2010）。今後，ాס௚೻にお͚る実ূ試ݧが必ཁである。
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